
Title Autistic Burnout のリスク要因についての文献研究 : 過剰適応とその関連概念に着目して

Author(s) 柴田, 珠里; 千田, 若菜; 三田地, 昭典 他

Citation 子ども発達臨床研究, 22, 119-126

Issue Date 2025-06-20

DOI https://doi.org/10.14943/rcccd.22.119

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/95698

Type departmental bulletin paper

File Information 09-18821707_22.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



119子ども発達臨床研究　2025　第 22 号

10. 14943／rcccd. 22. 119

要　　旨

　過剰適応とは，内的適応を犠牲にして環境要求に過度に従う現象であり，強い心理的ストレスを引き

起こす要因とされる。わが国では自閉症の就労者におけるメンタルヘルス問題のリスク要因として以前

から知られている。職場適応の過程で，本人の限度を超えた多大な努力を強いられることで，重篤な精

神的問題につながる可能性がある。近年わが国の研究では，過剰適応の結果と autistic burnout の類似性

が注目されている。一方，英語圏では過剰適応の概念は取り上げられることはなく，社会文化的背景か

らこれ以外の類似概念が使われている可能性が高い。本稿では，過剰適応と英語圏の関連概念（完璧主

義，カモフラージュ，適応モーフィングなど）を比較し，autistic burnout に至るリスク要因を探った。

また，「視点の断絶」と呼ばれる現象も浮き彫りにすることで，就労支援における支援者の理解や配慮

のあり方について議論した。

キーワード：自閉症特有のバーンアウト，過剰適応，カモフラージュ，適応モーフィング , 

　　　　　　自閉症の就労者

問題と目的

　過剰適応とは，内的な欲求を抑圧してまで環境

からの要求や期待に過度に従おうとする状態のこ

とで，しばしば心理的ストレスや内的適応の問題

を引き起こす（廣川 , 2021; 石津 , 2006）。わが

国において過剰適応は，自閉スペクトラム症（以

下、自閉症）の就労者におけるメンタルヘルス上

の課題のリスク要因として認識されている（千田 , 

2015; 志賀 , 2015; 杉山・高橋 , 1994）。近年の

文献では，自閉症傾向のある人々は特に過剰適応

をしやすく，対人関係や社会的行動に困難を抱え

ながらも，環境の要求に適応するために過度な努

力を払う傾向があることが示されている（千田・

岡田 , 2021; 本田 , 2018; 杉山・高橋 , 1994; 横

田ら , 2011）。その結果，過剰適応によるメンタ

ルヘルスの問題は，自閉症者の生活の質に大きな

影響を及ぼしている（横田ら , 2018）。

　近年の autistic burnout（以下，自閉症特有のバー

ンアウト）に関する研究を概観すると，過剰適応

の結果と共通点が見られることがわかる（千田，

2015； 千田ら，2025）。Raymaker ら（2020）に
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よると，自閉症特有のバーンアウトは，極度の疲

労，スキルの喪失や退行，感覚過敏などの自閉症

特性の強まりが特徴とされる。わが国の研究文献

では，特に自閉症の就労者において，過剰適応が

自閉症特有のバーンアウトの一因となる可能性が

示唆されている（千田ら , 2021; Keating et al., 

2024）。

　このようにわが国では，自閉症の就労者の過剰

適応とメンタルヘルスの問題が重要視されている

にもかかわらず，英語圏ではこのテーマに関する

研究はほとんどない。この研究の乏しさは，過剰

適応を表現する用語の社会文化的な違いを反映し

ている可能性がある（千田・岡田， 2021; 千田ら , 

2021; Keating et al., 2024）。このような課題を

受けて過剰適応と自閉症特有のバーンアウトの理

解を深めるために，本論文では（1）自閉症の就

労者における過剰適応に関するわが国の研究文献

をレビューすること，（2）英語圏の研究で議論さ

れている完璧主義（Turner, 2024），カモフラージュ

（Hull et al., 2017; Lawson, 2020），適応モーフィ

ング（Lawson, 2020）といった関連概念と比較す

ること，（3）自閉症特有のバーンアウトに至るメ

カニズムやリスク因子を整理することを目的とす

る。そして，これらの要因の影響を軽減するため

の実践的な示唆を提供することで，自閉症の就労

者の生活の質を向上させることを目指す。

方　　法

　本研究では Google Scholar，J-STAGE，CiNii 

Research，ResearchGate を通して文献を検索し，

ナラティブ・レビューを行った。レビュー対象と

なった論文は，2012 年から 2024 年 6 月までに発

表されたものである。検索プロセスにおいて，

「autism（自閉症）」「over-adaptation（過剰適応）」

「employment（就労）」というキーワードを用いた。

検索の結果，合計 78 本の論文（日本語 74 本，英

語 4本）が抽出され，そのうち研究テーマとの関

連性が高い 15 本を選定した。また，レビュー対

象となった論文の参考文献も追加の知見を得るた

めに検討した。

　さらに，英語文献における関連概念と比較する

ため，Google Scholar および ResearchGate を通し

て「perfectionism（完璧主義）」「alexithymia（失

感情症）」「boundaries（自他境界）」「autistic traits

（自閉症特性）」「autistic burnout（自閉症特有のバー

ンアウト）」「camouflaging（カモフラージュ）」

「passing（パッシング）」「adaptive morphing（適

応モーフィング）」といったキーワードを用いて

追加検索を行った。検索の結果、自閉症の就労者

の過剰適応に関連する 15 本についてレビュー対

象とした。

　本研究の目的は，自閉症特有のバーンアウト，

過剰適応，および関連概念の関係性を明らかにす

ることである。そのため，背景因子，リスク因子，

前提条件，有害な促進要因，保護因子，対処方略

について探索的に検討した。得られたデータは体

系的に表に整理し，分析を行った上で概念図とし

てまとめた。

結　　果

　表 1に示すとおり，わが国における自閉症の就

労者の過剰適応をテーマにした 15 の文献からは，

定義，研究トピック，事例研究の 3つの主要なテー

マが特定された。研究トピックには，(1) 職場に

おける過剰適応（千田 , 2015），(2) ライフイベ

ントや移行に伴う過剰とその予防と治療（横田ら , 

2018），(3) 過剰適応の背景要因（本田 , 2018）

の 3 つが挙がった（表１）。これらの文献におい

ては，過剰適応が就労場面においてどのように生

じるのか，そのメカニズムや影響についての記述

に乏しく，今後，検討すべき課題であることが明

らかになった。

　一方，英語圏の文献も含めレビューした結果，

自閉症の就労者が選択し得る対処方略が明らかに

なった（表 2）。その対処方略は，疲労コントロー

ルとストレスマネジメント（fatigue management 

and stress management：Raymaker et al., 2020），

適応モーフィング（adaptive morphing: Lawson, 
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2020），パッシング（passing: (Goffman, 1986, 

Lawson, 2020; Petrolini et al., 2023)），カモフラ

―ジュ（camouflaging: Hull et al., 2017; Lawson, 

2020; Petrolini et al., 2023), マ ス キ ン グ

（masking: Lawson, 2020; Petrolini et al., 2023），

補 償 努 力 （compensation: Livingston & Happé, 

表 1　わが国における自閉症の就労者の過剰適応に関する文献

テーマ 内容

定義 -自閉症者の過剰適応を説明するための定義 ( 石津 , 2006; 廣川 , 2021)

研究トピック -就労上の過剰適応 ( 千田 , 2015)
- ライフイベントと移行に関連した過剰適応 ( 横田ら ., 2018) 
- 過剰適応の背景としての自閉症特性 ( 本田 , 2018)

事例研究 - 就労場面における過剰適応の事例 ( 杉山 ･高橋 , 1994)
- カモフラージュのケース ( 蜂谷 , 2020)
- ライフイベントと移行に関連した事例 ( 横田ら , 2011)
- 対人関係がテーマになった事例 ( 本田 , 2018)

表 2　自閉症者のストレス対応方略と関連概念の定義

関連概念 定義と説明

疲労コントロールとスト
レスマネジメント

- 負荷軽減には，時間休や休憩の設定，対人交流活動からの離脱，活動の中止な
どが含まれる（Raymaker et al., 2020）。

- 健康維持には，緊張緩和を促す運動や活動などが含まれる（Raymaker et al., 
2020）。

適応モーフィング
(Lawson, 2020)

- 自然な反応であり，欺瞞ではなく，生存のための生物学的なものであり，必ず
しも意識的に選択されるものではない。

- 危害から身を隠そうとする状態であり，その状態にある人は，そこに留まり，
安全を感じることができる。

パッシング
(Goffman, 1986, 
Lawson, 2020; Petrolini 
et al., 2023)

- 不利な立場に立たされないように，自分自身に関する内密情報を管理すること
である。

- 自閉症者のカモフラージュは，非自閉症者としてふるまう，パッシングの一つ
と考えることができる。

-自閉症に関連するスティグマの概念と関連する。

カモフラージュ
(Hull et al., 2017; 
Lawson, 2020; Petrolini 
et al., 2023)

- 自閉症者の行動について説明するもので，家族や学校，職場などの社会的な場
面に適応しようとする中で，本来の自分を見失っている可能性がある。

-自閉症特性を隠し，社会的な場面で使われる補償手段である。 

マスキング
(Lawson, 2020; Petrolini 
et al., 2023)

- 自閉症者によく使われることが知られている。
-自閉症者が社会的な場面での困難を隠そうとする意図や能力を示唆する。

補償努力
(Livingston & Happé, 
2017)

- 障害がありつつも，自閉症者の行動が改善されるプロセスを指す。
-「表面的な補償努力」は，「表面的に社会を渡り歩く（p.735）」ために使われる。
- 比較的柔軟な社会理解のもとでの「深い補償努力」の場合は，必ずしも精神的
な健康問題につながるわけではない。

ディスアビリティ・マ
ネジメント
(Raymaker et al., 2020)

- 配慮の得られない環境下で，自閉症者が困難を補うために用いる戦略を指す。

過剰適応
(Ishizu, 2006)

- 内的適応を無理に抑制しても，環境要求や期待にできるだけ合わせようとする
努力を指す。

2017), ディスアビリティ・マネジメント（disability 

management: Raymaker et al., 2020），過剰適応

（over-adaptation: 石津，2006）であった（表 2）。

これらの対処方略は，いずれもメンタルヘルスに

多大な負担とコストを伴うものである。また，ス

トレスの多い状況を回避・軽減し，周囲からの要
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求に応えようとし，個人のウェルビーイングを高

めるために取られるものである（Hull et al., 

2017; Livingston & Happé, 2017)。よって，適応

モーフィング，パッシング，カモフラージュ，マ

スキング，補償努力，ディスアビリティ・マネジ

メントといったこれらの関連概念は，過剰適応と

多くの部分で共通すると言える。英語圏において

学術的，臨床的に注目されているこれらの用語は，

わが国における自閉症の過剰適応と類似した状態

や経験を説明する際に用いられると考えられる。

　Autistic burnout および関連概念に関する英語文

献レビューでは，背景因子，対処方略，環境因子，

および転帰（自閉症特有のバーンアウト）の 4つ

のテーマが特定された。これらの知見は，今後の

研究への示唆を目的として体系的に整理された

（表 3）。

考　　察

　過剰適応に関する文献レビュー（表 1）と英語

圏における自閉症者の対処方略に関する文献レ

ビュー（表 2 および表 3）をもとに，自閉症特有

のバーンアウトに至る経路を，「バーンアウトの

表 3　英語圏の研究における過剰適応とその関連概念

トピック 関連概念とテーマ

背景因子 パーソナリティ特性: 完璧主義(perfectionism: Turner, 2024), 失感情症(alexithymia: 
Higgins et al., 2021; Mantzalas et al., 2021)
自閉症特性 : 思考の固さ・感覚過敏 (cognitive rigidity and sensory sensitivity: 
English et al., 2021), 自他境界の困難さ (boundary-related difficulties: Raymaker et 
al., 2020)

対処方略 疲労コントロールとストレスマネジメント (fatigue management & stress 
management: Raymaker et al., 2020)
適応モーフィング  (adaptive morphing: Lawson, 2020)
パッシング (passing: Goffman, 1986; Lawson, 2020; Petrolini et al., 2023)
カモフラージュ，マスキング (camouflaging, masking: Hull et al., 2017; Lawson, 
2020; Petrolini et al., 2023)
補償努力 (compensation: Livingston & Happé, 2017)
ディスアビリティ・マネジメント (disability management: Raymaker et al., 2020)
過剰適応 (over-adaptation: Hongo et al., 2024; Keating et al., 2024)

転帰 自閉症特有のバーンアウト (autistic burnout: Arnold et al., 2023; Higgins et 
al., 2021; Mantzalas et al., 2021; Mantzalas et al, 2022; Mantzalas et al., 2024; 
Raymaker et al., 2020; Raymaker et al., 2022) 

環境因子
(World Health 
Organization, 2001)

(1) 自閉症者における外的要求の能力とのミスマッチ
-自閉症者の能力を超える外的要求 (Higgins et al., 2021), 
-周囲の期待と自分の能力とのミスマッチ (Arnold et al., 2023)
-能力第一主義 (ableism: Arnold et al., 2023) 
-生活変化ストレス (life-change stress: Raymaker et al., 2020)
-対人交流，認知・感覚，仕事の負荷過多 (Higgins et al., 2021)
-自己弁護できない，環境負荷が限界を超えたと言えない (Raymaker et al., 2020)
- 配慮の得られない環境には，地域社会や対人交流が求められる場面，社会構造
やシステム，職場などが含まれる (Arnold et al., 2023)

(2) 自閉症支援やインクルージョンでの障壁
-自閉症に対する認識不足，配慮不足，適切な支援の欠如（Mantzalas et al., 2021）
-「視点の断絶」，配慮の欠如，支援の欠如（perspective disconnect: Arnold et al., 
2023, p. 1910）

- サポートへの障壁（Raymaker et al., 2020）
- ガスライティング・否定（gaslighting/dismissal: Raymaker et al., 2020）
- 他者からの誤解や他者への誤解（Higgins et al., 2021）
- 差別とスティグマ（discrimination and stigma: Lawson, 2020; Manstzalas et al., 
2021; Raymaker et al., 2022

- トラウマ・インフォームド・アプローチやメンタルヘルス支援の必要性について，
周囲が無理解（Raymaker et al., 2022）



123（和訳）Autistic Burnoutのリスク要因についての文献研究 ―過剰適応とその関連概念に着目して―

背景」「保護因子・リスク因子にもなる対処方略

と環境因子」「バーンアウトの転帰」のプロセスで，

概念図（図 1）に示した。実線は文献レビューで

特定された「因果関係」や「概念」を示し，点線

はわが国における自閉症の就労者に関する著者ら

の臨床的観察に基づく仮説的な「概念」および「関

連（経路）」である。この概念図で示される知見は，

自閉症特有のバーンアウトのリスクを軽減するた

めに，(1) 自閉症の就労者がより予防的な対処方

略を特定し適用できるよう支援すること，(2) メ

ンタルヘルスに有害な環境因子と，バーンアウト

予防に有用な環境因子を特定し，環境調整や合理

的配慮を行うことの重要性を示している。この枠

組みは，就労支援の専門家にとって，自閉症の就

労者がリスクを認識し，カウンセリングや相談支

援の場面で自身のメンタルヘルス上の課題を理解

するための貴重なツールとなる。

　環境因子として，次の 2つの領域が特定された

（表 3 参照）。一つは，「自閉症における外的要求

と 能 力 の ミ ス マ ッ チ（Arnold et al., 2023; 

Higgins et al., 2021; Raymaker et al., 2020）」で

あり，2 つ目は「自閉症支援やインクルージョン

への障壁（Arnold et al., 2023; Higgins et al., 

2021; Lawson, 2020; Mantzalas et al., 2021; 

Raymaker et al., 2020; Raymaker et al., 2022）」

である。加えて，先行研究では，自閉症への理解

や支援の不足がストレッサーの軽減を妨げ，自閉

症者が経験するストレスを増大させる要因である

こと（Raymaker et al., 2020）も指摘されている。

さらにわが国における筆者らの臨床的観察から得

た知見を議論し，慎重に検討した結果，表 3に示

した環境因子の中には，多くの有害な促進要因が

含まれると結論づけた。また先行研究では，自閉

症者と非自閉症者の間で生じる誤解や「視点の断

絶（perspective disconnect）」についても指摘され

ている（Arnold et al., 2023, p. 1910）。これらの

知見を検証するためには，自閉症特有のバーンア

ウトを経験した自閉症の就労者から実体験を聞き

取る事例的・質的研究が必要となる。またそれら

の研究は，自閉症特有のバーンアウト測定尺度を

用いた縦断的・量的研究とともに実施されること

が望ましい。

　さらに，これらの環境因子の特定は，自閉症の

就労者に対する合理的配慮を行う上で，同僚や雇

用主にとって有益な示唆を与える。表３の 2つの

領域について集められた情報は，雇用主や同僚が

業務量や職場環境を評価し，自閉症に配慮した職

場づくりを促進し，合理的配慮を提供するための

指針となり得る。

結　　論

　本研究では，わが国における自閉症の就労者の

過剰適応に関する研究文献をレビューし，英語の

研究文献で扱われている関連概念（完璧主義，失

感情症，適応モーフィング，パッシング，カモフ

ラージュ，マスキング，補償努力，ディスアビリ

ティ・マネジメント）との比較を行った。得られ

たデータを体系的に表に整理し（表 2 および表 3

参照），分析した上で，概念図（図 1 参照）を作

成した。就労支援の実務者は，自閉症の就労者に

適切なサービスを提供し，ストレスや過度な負担

を最小限に抑える努力が求められる。今回作成し

た概念図は，自閉症の就労者のアイデンティティ

を尊重し，無理な変化を強いることなく，就労支

援や職場のサポートを評価する指針として活用で

きると考えられる。また，わが国の自閉症の就労

者に関するメンタルヘルス研究が不足する現状は，

さらなる研究の必要性を浮き彫りにする。特に，

自閉症特性から対処方略，さらに対処方略から

バーンアウトに至る 2つの経路に対して，正負の

環境因子を評価することが必要である。これによ

り，雇用主や同僚は自閉症の就労者が抱えるメン

タルヘルスの課題をより深く理解する一助となる

だろう。

　本研究では，自閉症と非自閉症の就労者の間で

生 じ る 誤 解 や「 視 点 の 断 絶（perspective 

disconnect）」という現象についても取り上げた

（Arnold et al., 2023, p. 1910）。職場においては，

視点や認識のずれを理解し，自閉症理解を深め，

適切な配慮を提供することが不可欠である。一方
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で，本研究で得られた知見は文献レビューに基づ

くものであるため，筆者らの臨床的知見と合致す

るものの仮説の範囲にとどまる。今後，過剰適応

や関連概念，自閉症特有のバーンアウトとのメカ

ニズムを明らかにするためには，さらなる研究が

必要である。特に事例研究やインタビュー研究な

どを通して，図 1の有効性と適用可能性を評価す

る必要がある。今後、自閉症特有のバーンアウト

の経験者の実体験を研究対象として取り扱うこと

で，得られる知見は，誤解やコミュニケーション

の齟齬を減らす貴重な示唆となるだろう。
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